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　泉谷地区棚田を守る会（上岡満
みつえ

榮会長）は、稲作体験
を通じて都市との交流を図り地域を活性化しようと、平
成 16 年度から棚田オーナー制度を導入しています。
　今年もオーナーの田植えが５月 24 日に行われ、松山
市などから 10 組 32 人が参加しました。手と足を泥だら
けにして頑張った橋本青

はるあき

明君は「今年で３年目。少し田
植えが上手になった」とうれしそうに話しました。

自然の恵みを感じる稲作体験

泉谷で棚田オーナーの田植え

　愛媛マンダリンパイレーツと高知ファイティングドッグス
の前期最終戦が５月 30 日、城の台公園で行われました。
　試合では内子ソフトボールスポーツ少年団と五十崎ジュ
ニアソフトボールクラブの子どもたちが、ボールボーイや
スポンサー紹介などで協力し、会場を盛り上げました。
　結果は大道雄

ゆう き

紀選手の２打席連続ホームランなどで、
愛媛が６対４で勝利。前期２位を確保しました。

城の台公園で四国アイランドリーグ公式戦

愛媛マンダリンパイレーツが最終戦で勝利

家族や友人と田植え。棚田に楽しそうな声が響いた

　内子中学校の蝋搾り体験学習が６月８・18日、木蝋資
料館で行われ、３年生79人が参加しました。
　最初に八日市護国地区町並保存会の丸山昇

のぼる

会長が「内
子町の繁栄を支えた木蝋産業を知り、ふるさとに誇りを
持って欲しい」とあいさつ。一連の工程を終えた生徒た
ちは「昔の職人さんの苦労が分かった」「技術や道具が受
け継がれてすごい」などと感想を述べました。

ふるさとの誇りを感じる体験学習

内子中３年生が恒例の蝋搾り体験

小田深山の新緑と空気を感じながらの散策

蒸した櫨
はぜ

の粉を蝋搾り機にかけると生
きろう

蝋が流れ出る

爽やかな風が吹き抜ける小田深山で

樹木の癒やしを感じるウォーキング

　「春の小田深山ウォーク」（小田深山イベント実行委員
会主催、高本師

し ず お

津雄会長）は６月 14 日、小田深山渓谷
で開かれました。参加した 130 人は、雨上がりの美しい
新緑を見ながら、14㌔のコースを約３時間かけて歩きま
した。今回は俳句コンテストが初めて行われ、山口初

はつお

雄
さん＝松山市＝の「青葉風／四国の屋根を／歩きけり」
が優勝作品に選ばれました。

始球式でマウンドに上がる亀岡忠
ただしげ

重教育長

　「第８回町並みウォーキング」（内子町町並みガイドの
会、越智益

ま す こ

子会長）は5月22日、木蝋資料館上芳我邸で
行われました。参加した観光客など16人は、越智会長の
案内で明治時代に建てられた邸宅を見学し、町並み保存
地区に色濃く残る木蝋産業の歴史を学びました。越智会
長は「町の歴史をゆっくりと振り返る取り組み。次回は
秋に開催するので、ぜひ来てほしい」と呼び掛けました。

木蝋産業の歴史を感じる町歩き

上芳我邸で「町並みウォーキング」

　よんでんアンサンブルコンサート「風薫る響きと六
むつらぼし

連星
の輝き」（内子町教育委員会主催）は５月 23 日、文化交
流センタースバルで開かれました。
　６人の演奏者が「組曲くるみ割り人形」など全８曲を披露。
ハープとサクソフォーンの珍しいアンサンブルや、楽しい会
話を交えて演奏が進められ、訪れた 342 人の観客は音楽
に親しみながら、美しい音色に耳を傾けていました。

スバルで輝く６人の演奏者たち
よんでんアンサンブルコンサート

明治時代の暮らしぶりを感じながら歴史を学ぶ参加者

ピアノ・フルート・ヴァイオリンなどの音色が響く
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仲間と育む家族愛・郷土愛
通学合宿「大瀬っ子のひとりでできるもん」

　子どもたちが共同生活を体験し、地域住民との交流を
通して郷土愛を育むことを目的に「大瀬っ子のひとりで
できるもん」が６月 24 ～ 27 の４日間、大瀬成留屋地区
で開かれ、大瀬小４～６年の 12 人が参加しました。
　初日には開村式が開かれ、村名を「林村」と決めまし
た。名前の由来となった大瀬自治センター館長の林純

じゅんじ

司
さんは「イベント名が『ひとりでできるもん』になって
いるけれど、実際にひとりでできることは何もない。地
域の人たちや先生、スタッフの皆さんの協力があってで
きること。それを知って、自分たちでできることをみん
なで協力して頑張ろう」とあいさつしました。
　子どもたちは掃除・洗濯・食事づくりを毎日する共同
生活を送りながら、座禅やナイトウォーキング、ドラム
缶風呂などを体験しました。
　開村式で誓いの言葉を述べた細川拓

たくみ

真くん（６年）は
「１つでもできることを増やそうと頑張りました。料理
や洗濯が上手にできたので、うれしかった。友達との楽
しい時間がいい思い出になった」と話しました。

1_最初の共同作業は役割分担決め　2_ドラム缶風呂
を体験　3_みんなで食事の準備・片付け　4_合宿先
の「大瀬の館」から学校へ通う子どもたち
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